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三部会合同シンポジウム
待ったなしの働き方改革

14：30～16：25　�第1会場 （2F　大ホール）
座長：中野　　実　 �前橋赤十字病院
　　　木澤　晃代　 �日本大学病院

SY-1 働き方改革と労務管理
社会保険労務士法人　齊藤・船橋労務相談所　所長　�齊藤　敬德

SY-2 労基対応と働き方改革
聖路加国際病院　救急部・救命救急センター　�大谷　典生

SY-3 「待ったなしの働き方改革」�
働き方改革を実践してきた看護職の立場から

獨協医科大学埼玉医療センター　看護副部長　�浅香えみ子
SY-4 働き方改革に期待される特定行為研修修了者の役割

社会医療法人社団新都市医療研究会[関越]会　関越病院　集中ケア認定看護師、
救急集中ケア分野　特定行為研修修了者　�池田　身佳

SY-5 救急隊の働き方改革～地方における取組みと課題
稲敷広域消防本部　�新宮　昭司

SY-6 救急隊員の働きかたについての考察
横浜市消防局人事課　�鈴木　貴晶

第56回 救急隊員学術研究会 プログラム

会場：つくば国際会議場（第1会場）
8：00～ 開場・受付開始
8：45～9：00 開会・挨拶

挨拶　　　第69回日本救急医学会関東地方会会長　�河野　元嗣
全国消防長会関東支部長（横浜市消防局長）　�髙坂　哲也

開催地消防本部（つくば市消防長）　�植木　利男
祝辞　　　　　　　　総務省消防庁救急企画室長　�野本　祐二

（基調講演）
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一般演題

第8会場 （1F 大会議室101）
9：00～9：45　調査・研究・検証Ⅰ

座　長：北村　浩一　 �石橋地区消防組合消防本部　警防課　救急救助係長
助言者：福本　祐一　 �獨協医科大学病院　助教
T-1-1 12誘導心電図伝送の取り組み

埼玉県上尾市消防本部　�小澤　正美
T-1-2 自動式人工呼吸器取扱い講習により、適切な補助換気を実施した症例

石橋地区消防組合消防本部　壬生消防署　第一救急係　�高島　　陣
T-1-3 病院前救護における血管位置検出器具を用いた静脈路確保について

上尾市消防本部　�古川　一成
T-1-4 ICT（映像伝送システム）を活用し社会復帰に至った一例

筑西広域市町村圏事務組合消防本部　筑西消防署　�西村　雄志
T-1-5 NIRO－CCR1を用いて脳組織酸素を評価しながら心肺蘇生を行い社会復帰した症例

つくば市消防本部　�齊藤智絵美
9：50～10：35　症例検討Ⅰ

座　長：櫻井　文雄　 �筑西広域市町村圏事務組合消防本部　警防課課長補佐
助言者：栩木　愛登　 �筑波メディカルセンター病院　救急診療科
T-2-1 日本最大級のパワースポットにおける救急事案の現場と課題について

日立市消防本部　日立消防署　田沢出張所　�橋本　浩太
T-2-2 救急現場活動構成の見直しによる有効なPA連携活動構築のための取り組み

伊勢崎市消防本部　警防課　�前原　　武
T-2-3 多数傷病者事案から通常救急対応となった症例

前橋市消防局　中央消防署　千代田分署　第二救急隊　�山田　　靖
T-2-4 ドクターヘリにて2次トリアージされた小児3名を含む多数傷病者事例

小美玉市消防本部　�邊見　常之
T-2-5 災害弱者に対する渋川広域消防本部の取り組み

渋川広域消防本部　西分署　�清水　啓佑
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10：40～11：35　調査・研究・検証Ⅲ

座　長：梅澤　厚志　 �渋川広域消防本部　救急係長　群馬県消防長会警防担当課長会議救急部会部会長
助言者：小橋　大輔　 �前橋赤十字病院　集中治療科・救急科
T-3-1 当市における救急活動の時間短縮に向けての今後の課題と取組

浜松市消防局　北消防署　�本多　杏菜
T-3-2 介護関連施設における救急現場活動の円滑化と現場滞在時間短縮への試み

南那須地区広域行政事務組合　消防本部　�大貫　拓也
T-3-3 病院前救護で意識障害をきたした患者のqSOFAの考察

東京消防庁　�藤田　恭彦
T-3-4 救急現場におけるショックの症例集積から見た特徴と観察所見に関する検討

水戸市消防本部　�飯塚　　隆
T-3-5 心原性ショックが疑われる傷病者に対する静脈路確保及び輸液の現状について

土浦市消防本部　�江森　雄樹
T-3-6 事故種別によるバイタル測定状況

石橋地区消防組合　消防本部　警防課　�北村　浩一
13：30～14：25　その他

座　長：小谷野　章　 �川越地区消防局　主幹
助言者：今本　俊郎　 �埼玉医科大学総合医療センター高度救命救急センター　助教
T-4-1 消防機関と地域医療機関の連携～病院内救急コーディネーターの有用性～

東京消防庁　金町消防署　�大塚　拓也
T-4-2 医療機関への収容依頼におけるコミュニケーションの取り組みについて

三郷市消防本部　�豊田　　修
T-4-3 救急活動中の暴行の対処について

石橋地区消防組合　上三川消防署　�中山日出夫
T-4-4 救急隊員生涯教育の取り組みについて

伊勢崎市消防本部　伊勢崎消防署　消防2課　救急2係　�吉田　　光
T-4-5 消防救急研究会の発足

柏市消防局／筑波大学大学院　人間総合科学研究科　�高山　祐輔
T-4-6 つくば・常総MCにおける検証体制の成果～2年間での新たな課題～

つくば市消防本部　�臼井　源宗
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第9会場 （1F 大会議室102）
9：00～9：45　調査・研究・検証Ⅱ

座　長：立川　　満　 �東京消防庁　救急指導課　救急指導係長
助言者：小笠原智子　 �日本医科大学付属病院高度救命救急センター　講師
T-5-1 薬局におけるAED設置状況と薬局職員に対する救命講習会の実施について

土浦市消防本部　土浦消防署　�小林　利夫
T-5-2 事故を伝え、事故から学び、事故を防ぐ予防救急

戸田市消防署　消防第2課　救急担当　�田中　一将
T-5-3 指令管制員心停止認知から胸骨圧迫開始までの時間検証～救急通報・口頭指導実証訓練～

さいたま市消防局　�白石　弘幸
T-5-4 通報者の興奮度分類による傷病者の緊急度・重症度判定推測に向けた試み

稲敷広域消防本部　�内門　順一
T-5-5 優先する口頭指導（PDT）の効果と現状

さいたま市消防局警防部指令課　�小池　雅人
9：50～10：35　症例検討Ⅱ

座　長：中村　　順　 �浦安市消防本部　主任主事
助言者：舩越　　拓　 �東京ベイ浦安・市川医療センター　救急集中治療科　部長
T-6-1 適切な医療機関選定のため、現場情報の重要性を再認識した症例

川口市消防局　�小原　　寛
T-6-2 熱傷ショック症例

川崎市消防局　幸消防署　�北　慎太郎
T-6-3 対麻痺を呈した大動脈解離について

川崎市消防局　宮前消防署　宮崎出張所　�加藤　　理
T-6-4 ACS傷病者へのリスクを最小限に抑えるための検討課題

かすみがうら市消防本部　警防課　�嶋田　勇一
T-6-5 脳梗塞症状を伴った大動脈解離の症例����（先入観に囚われない重要性）

川崎市消防局　�土山　力也
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10：40～11：35　調査・研究・検証Ⅳ

座　長：藤本　賢司　 �横浜市消防局　港南消防署　専任職（救急業務担当）
助言者：中村　京太　 �横浜市立大学附属病院市民総合医療センター　医療安全管理学　准教授
T-7-1 CPA事案におけるBVM換気時のEtCO2数値や波形変化とCPRの質

取手市消防本部　�竹宗　良太
T-7-2 ラリンゲアルチューブ使用下で測定したETCO2値の検討

伊勢原市消防本部　�中島　史博
T-7-3 従来教育されている気管内吸引にて除去できなかった気管内異物に対し工夫を加えた吸引

を行い除去できた症例
北アルプス広域消防本部　�合津　哲弥

T-7-4 機械的CPR装置による特定行為と予後への影響について
茨城西南地方広域市町村圏事務組合消防本部　�戸塚　武美

T-7-5 自動心臓マッサージ器の使用をプロトコル化したことによる変化
つくば市消防本部　中央消防署　豊里分署　�酒寄　順行

T-7-6 通信指令課及び救急隊の、活動の方向性が合致し社会復帰しえた症例
稲敷広域消防本部　�中村　匡志

13：30～14：25　症例検討Ⅲ

座　長：大里　泰夫　 �つくば市消防本部
助言者：小山　泰明　 �筑波大学附属病院救急集中治療科
T-8-1 精神科領域と思われた傷病者が髄膜炎であった症例

川崎市消防局　多摩消防署　救急係　�関口　陽介
T-8-2 トリカブトを服毒した傷病者の搬送について

川崎市消防局　臨港消防署　藤崎出張所　�尾崎　一雄
T-8-3 生後8か月乳児の心室細動蘇生事案

川崎市消防局　�鈴木大三郎
T-8-4 周産期領域、被膜児への対応に苦慮した症例

つくば市消防本部　�菊地　達郎
T-8-5 無自覚妊婦の車内分娩を経験して～産科救急研修会の有効性について～

稲敷広域消防本部　龍ケ崎消防署　西部出張所　�連田　直樹


